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令和 5年 9月 5日 

                             いきいき直売の会事務局 

いきいき直売の会 アスパラガス栽培特報 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今夏は7月21日の梅雨明け以降、気温は平年に比べてかなり高い日が

続き（8 月平年差+3.2℃）、降水量はかなり少なく（8 月平年比 23％）なり

ました。 

 そのため、高温と水不足による夏芽の品質不良と収量低下を招き、皆

様の生産意欲の低下にもつながりかねない状況にあると予測します。 

  

 今回添付した「現代農業アスパラのかん水に関する技術資料」にもあり

ますように「アスパラは水商売」とも言われ、夏場は 1株あたり 6～10Lの

水量をいっぺんに施すのではなく、少量ずつ 4～5 回に分けて与えるこ

とが理想であり、それを実現するにはかん水装置の導入が必須といえま

す。 

 （現在、点滴かん水チューブ等、皆様のかん水設備の導入支援について

検討しており、詳細が決まり次第、お伝えします。） 

 

昨年度は、8 月旧盆過ぎからの長雨等の影響により、一部の圃場で、茎

枯病等の病害やヨトウムシ等の食害が発生し、甚大な被害に見舞われま

した。 

10 日に一回程度の病害虫防除を徹底し、病害虫予防を徹底しましょう。 

また、これから台風の多くなる季節に入りますので、ネットの支柱を補

強する等、強風に吹かれても株が倒伏することのないようしっかり対策

を取りましょう。 

 

 夏芽の収穫は 9月下旬頃まで続くと予想されます。 

9 月中旬を最終追肥とし、9 月下旬以降は、来春の収穫を充実させるた

め、貯蔵根への養分の転流を促すための管理に重点を置きます。 

葉面散布剤「根っこリン」を定期的に散布しましょう。 
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病害虫防除 

〇茎枯病等 病害対策 

 

9月上旬  

・ダコニール 1000 1,000倍 散布 前日まで 4回以内 

 

9月中旬 

・コサイド 3000（DF）2,000 倍 散布 使用回数制限なし 

 

9月下旬 

・アフェットフロアブル 2,000倍 散布 前日まで 4 回以内 

右の写真のような茎枯れ病の症状が見られた場合は、 

直ちに地際から切り取り、圃場外に持ち出し、焼却処分しま 

しょう。茎枯病に感染した茎が多い場合には、ひどい茎のみ除去

し、防除して耐えましょう（丸坊主にはしない）。 

 また、治療効果の期待できる以下の薬剤で追加防除を行いましょう。 

アミスター20フロアブル、シグナム WDG、ファンタジスタ顆粒水溶剤 

※上記薬剤の使用回数制限を超えないよう注意する。 

 

〇ヨトウムシ等 害虫対策 

 

9月上旬 

・フェニックス顆粒水和剤 2,000～4,00 倍 散布  

前日まで 2 回以内 

9月中旬 

・ハチハチフロアブル 1,000 倍 散布 前日まで 

2 回以内 

9月下旬 

・アーデント水和剤 1,000倍 散布 前日まで 

2 回以内 

 

 

 

 

 

 

 

茎枯病の病斑 

 

 

令和 3年 8月 18日 

上：一部の圃場でヨトウムシが発生 

下：ヨトウムシに食害された茎葉 



3 

 

 

〇ダンゴムシとナメクジの食害 

写真のようなダンゴムシやナメクジの

食害が見られた場合は、以下の薬剤で

防除して下さい。 

 

ナメクジ類の防除 

・スラゴ 1～5ｇ/㎡ 発生時 

もしくは、ランネート 45DF 1000 倍 かん注 1～3L／㎡ 3日前まで 1 回  

※収穫前日数に気を付けて下さい。 

 

〇ネキリムシの被害と思われる症状 

一部の圃場で、若芽の先が曲がる症状が見られ、抜いてみると元部に

食害の跡が見られる被害が発生しました。ネキリムシの被害と思われま

す。以下の薬剤で防除して下さい。 

 

ネキリムシ類防除 

・ガードベイト A 300ｇ／1アール当たり 前日まで 3回以内  

株元散布 

 

 

肥培管理 

〇最終追肥 施用時期：9月中旬 

・NK グリーン 30 2ｋｇ／100㎡当り 

 

   ※肥料は株元ではなく、うね肩に施用し、土壌とよく混和する。 

  ※生育後半は同化養分を貯蔵根に蓄えることに重点を置くため、 

9 月 15日頃までを最終追肥とし、9月 20日以降は追肥を控える。 

 

〇葉面散布剤の散布 

生育後半期の貯蔵根への同化養分の転流促進及びカルシウムの 

補給のため、以下の葉面散布剤の使用をお奨めします。 

   

 （使用方法） 

  葉面散布剤を以下の倍率で希釈し、アスパラガスの地上部 

（葉と茎）に散布して下さい。 

  

 

 

収穫が終了する 10

月上旬から茎葉刈り

取りを行う 12 月上

旬までの約 60 日間

が養分転流期間とな

ります。 

次年度の春芽を充

実させるためしっか

り管理しましょう。 
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①根っこりん 250倍 （作り方：10L水に対し原液 40ｍｌ） 

②カルタス 500倍 （作り方：10L 水に対し原液 20ｍｌ） 

※メリット青は窒素が含まれているため使用しない。 

※防除薬剤と混用して散布すると薬害が発生する場合がある 

ので、葉面散布剤のみで散布して下さい。 

 

 

水管理 

・9 月中旬頃までは高温期にあたり乾燥するため、水分を

与えて吸収根の活性や茎葉維持をはかります。 

・かん水方法は、1日につき 1株当り 6～10L を 4～5 回に

分けて施すことが理想です。（別資料 現代農業 参照） 

 かん水装置の導入を推奨します。導入を検討される方は

下記担当までご相談ください。 

 

 

支柱の補強 

 9月以降の台風の襲来に備え、支柱をしっかり差し込

み、筋交いを入れるなど補強するとともに作物を十分

に支えることが出来るようにネットを強く張ってくだ

さい。 

  

 

 

 

※本資料でご紹介した農薬・肥料については、最寄りの JA支所にて購入して頂けます。 

 また、かん水装置の導入や土壌分析検査の実施については下記担当までご相談ください。 

いきいき直売の会事務局 

ＪＡ氷見市営農販売課 濱下  

ＴＥＬ:７４－８８６１ 

 

1～2ｍ間隔でうねと垂直方向にも 

ヒモを張り倒伏防止しましょう 

 

かん水装置導入例 

R1.6.19 JA おおぞら視察研修（石川

県輪島市）にて 










